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評価基準配点表

提案要求事項 可
不

可
S A B C

【基礎点】一つでも0点評価の場合は失格となる。

【加点】4段階評価にて配点を行う。（S：専門性・事業経験に裏打ちされた、特に優れた提案／

A：優れた提案／B：妥当な提案／C：特筆すべき提案がない）

１．業務の実施方針・実施計画 項目計： 47

基礎点 1 1 0
・仕様書に記載の目的・業務内容が理解できているか。仕様書に記載の業務内容について具体的な実施方針が提案

されているか。

加点 15 15 10 5 0

・仕様書に記載の業務内容を十分に理解、現実的で優れた実施方針が示されているか。

・実施内容に創意工夫がみられるか。

・類似業務の分析に基づき、仕様書に示した内容以外の独自の提案がされているか。

基礎点 1 1 0
・仕様書に記載の業務と、実施内容・方法・計画との整合性がとれているか。

・実施スケジュールに無理がなく、協会が指定する期日までに各業務を完了する実現性はあるか。

加点 30 30 20 10 0

・業務を円滑に実施する創意工夫がみられるか。

・効率的、効果的な調整・作業手法の提案がされているか。

・日程、手順等が明確に提案されており、かつ効率的であるか。

２．実施体制・組織の遂行能力等 項目計： 47

基礎点 1 1 0 ・実施体制及び役割が、実施内容と整合し、事業を遂行可能な人数が確保されているか。

加点 20 20 14 7 0

・必要な要員数・体制・配置期間・役割分担などを明示した、優れた提案がされているか。

・経費の執行管理・事業進捗のクロスチェックなどに配慮した優れた管理体制となっているか。

・協会や各業務関係先との調整・業務遂行に迅速に対応するための工夫が提案されているか。

基礎点 1 1 0

・類似する規模感の国際会議（外国からの参加者を含む会議、記者会見やメディアオープンのセッション等の対応を含

む）の運営経験を有しているか。（直近三か年以内）

・類似する規模感の国際会議における海外からの参加者に対する航空券・宿泊手配等の訪日支援の経験を有してい

るか。（直近三か年以内）

加点 15 15 10 5 0

・類似する規模感の国際会議を複数回実施するなどの豊富な経験を有しているか。

・類似する規模感の国際会議において複数ヵ国から多数の訪日渡航者の支援、管理、日本語を含む3か国語以上の

同時通訳を推進するなど、国際参加者の支援に豊富な経験を有しているか。

・その他、関連する業務実績から豊富な経験と高い専門性が示されているか。

2.3
ワーク･ライフ・バランス等の推進に

関する指標
加点 10 10 7 3 0

・女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）に基づく認定（えるぼし認定企業）

　○プラチナえるぼし：10点  ○２-3段階目：7点  ○ 1段階目/行動計画：3点

・青少年の雇用の促進に関する法律（若者雇用促進法）に基づく認定

　○ユースエール認定：7点

※複数の認定等が該当する場合、最も配点が高い区分により加点。

３．業務従事者の経験・能力 項目計： 46

基礎点 1 1 0

・プロジェクトマネージャーなどの業務管理責任者について、十分な知見・知識・ノウハウ等を有する人員が配置されてい

るか。（類似業務経験・資格や認証などにより証すること）

・英語およびフランス語に対応する、十分な類似業務経験・資格等を有する通訳者は配置されているか。

・英語での参加者とのやり取り、調整業務推進について必要な人員を配置しているか。

加点 30 30 20 10 0
・各業務工程において経験・知見を有する人員が配置されているか。業務経験や資格など、業務を円滑に遂行できる

十分なレベルか。

3.2
参加者対応能力（多言語対応

を含む）
加点 15 15 10 5 0

・参加者対応に関し、言語能力を含み円滑な対応が可能な人員を十分に配置しているか。

・フランス語での調整業務推進について必要な人員を配置しているか。

４．価格点 項目計： 60

価格点 ー 60 【計算式】価格点＝満点×提案価格のうち最低価格／自社の提案価格

合計 200 5 0 135 91 45 0
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